三島はなぜタイか――『豊饒の海』から―― by 下河辺, 行輝
三島は、
タイのパンコックヘ二度行っている。
一度目は、
昭和
四十年だが、
その年の三月十日、
ロンドンでの英国文化振興会の
招待で渡英した後、
九月五日、
衷の瑶子夫
人とともに、
世界一周
に出掛けた。
その出発は、
r豊饒の洵』の巻一である「春の海」
の第一章から第三章をr新翔」に捉出した後で
ある。
この旅行で、
東南アジア各地を
訪ねているが、
一っは「晩の寺」の取材をも兼
ねていた。•この腔行 、
三島は、
カンポジアでアンコール・トム
（江ー）
を訪問し、
バンコックでは、
ワット・アルンを調査している。
一一度目
は、
昭和四
十二年九月二十六日
、
インド政府の招き
で、
夫人同伴によろ渡印、
この旅行では、
取材を兼ねて過密なス
ケ
ジ
ュールで、
二週閻、
インドを走りまくった感があろ。
その帰
途、再びタイとラオスを訪ねているが、
この時
は夫人は先に帰国
している。
クイでは、
徳岡孝夫氏が世話をしていろ。
このことは
r悼友紀行』で氏が触れている。それまで、
三島は東南
アジアの株行はし
たことがなく、
主に、
欧米の諸国を廻るのが常であった。
最初の海外腔行であるギリシ
三島はなぜタイか
．ーーー『豊饒の海
』からーー_
ャを始めとして、
この昭和四十年以前、
三島は、
昭和三十五年十
一月にやはり夫人同伴で世界豚行を敢行してい
るが、
この時も、
アラプ迎合までは行ったが、
東南アジアまで
は足を延ばしていな
い。
従って
、
三品が、
二度に亘るこの東南アジ
・アの旅行は、
明際
に、
r豊饒の海」の為であろことは論を侯たな
い。
第一回の取材
豚行 お ては、
三島は、
クイと決
めていたかどうか甚だ既しい
一面がある。
まだ、
どこにその地を定めようか、
心底では決め兼
9
ねていたも
のではないか。
最終的には、
二つが候補として三品の
心の中に去来していたものではないか
と思われる。（注二）
そ
れは
ーつはカンボジアで り、
もう―つはタイであったのではないか
と営うことであろ。
結果として、
三島はこのクメール文化の地を
選ばなかっ
た。
三島は、
このアンコール・トムを兒た時、
又若い
怒王の彫像を見た時、
「パ
イ
ヨン大寺院を建立したジャヤヴァル
マン七世が、
癒にかかってゐたといふ伝説が、
私の心に触れた。
肉体の崩壊と共に、
大伽蓄が完成してゆく いふ
そのおそろし
い対照が、
あたかも自分の全存在を芸術作品に移譲して滅びゆく
下河部
行輝
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芸術家の人生の比楡のやうに思はれたのであ
る。
生がすぺて滅ぴ、
パイヨンのやうな餌上の奇怪な芸術作品が、
圧倒的な太隊の下に、
静寂をきはめて存続してゐるアンコール・
トムを訪れたとき、
人
は芸術作品といふも
の、
或ろ超人間的な永世のいやらしさを思
はずにはゐられな 。
壮霊であり又不気味であり、
きはめて索高
であるが、
同時に、
嘔吐を催させろやうなものがそ
こにはあった。
私の心に
たちまら後期浪漫風の音楽が湧き起こり、
戯曲の骨子
その晩 うちにアンコール・
ワット門前のホテル、
オーペルジュ
．．．デ ・
タ
ンプルの一室で出来上がった
9
（注一―-)とまでに三島にと
っては印象探く、
またこれほどの
感興を巻き起こさせた処でもあ
ったのだが、
結果として選ばなかったのであ
る。
しかしながら、
三島は、
昭和四十四年に、
「海」の七月号に「癒王のテラス」を
発表している。
戯曲として三島の感興は蘇っ
たのであ
二度目
のタイの訪問
既にこの地をr豊隔の海
』での場として選んだ
後の取材旅行で
あった。
•ここで、
「r豊阪の海」ノート」に触れておかなければならな
い。
「r大長
西[
』/1卜より」では、
クイに関した
メモは、
第三
部にのみ記されているこ
とであろ。
「r春の雪』ノート」以下の
記事と、
「r大長囮ノート」との世かれた時期の差異が明瞭では
ないが、
「r春の宮』ノート」以下 メモで、
タイのメモが最初
に見出せるのは
「r奔馬』ノート」で、
「パンコックで病人を
見ろ」とある。
ただ、
「『大長絹ノート」の「ニ・ニ六蜂起直前、
父（北一郎）が怠子を救ふために、
南国へ飛ば
す」とあって
、
は
っきりとタイとは困いてないが、
発想としては、
タイと決めても
よかろう。
だとすれば、
カンボジアは、
「もしかすれば」という
候補に過ぎなくなろう。
2
三島はなぜクイを選んだのか。
これに対する私の考えを述ぺろ
前にまず、
三島がこの大
作r幾腐の海」を宙こうとした意図を探
って
見たい
。
三島は、
昭和四十四年二月廿六日の「毎日新聞」で、
「r豊陳
の海」について」を掲載している。
この時点では、
作品は完結し
ていたのではなく、
韓誌r新籾」（昭和四十四年二月号）に、「院
の寺」の連載第六回目として第九章を戟せていた。
雑誌の発行は
二月一日となっているので
もしかすれば、
第七回分
は出来てい
たであろう。
なぜなら
ば、
雑誌『新潮」三月号は、
発行が一二月一
日となっているので、
既に印刷は完成していた
はずであ
るから
だ。
三月号では、ーー本多が印度豚行から僻 てき 、
チャクリ宮で
月光姫と会
い、
姫を振り切
っ
て軍で逃げ
ろよ
うにして去ろところ
Iまでを祖いていろ。章は十一箪目であ
る。
「暁の寺」は、
四
十五章が最終章であり、
それが、
載ったのは、
昭和四十五年の四
月号であるから、
章としては、
四分の一位のところで、「挑の寺」
の完成の約一年
前ということにな
る。
「r豊臆の海』について
」
で、
この大作の四巻についての構想の手の内を見せ
ている。
「私
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はr豊饒の海』を四巻に構成し、
第一巻r春の雪』は王朝風の患
笈小説で、
いはばrたわやめぶり』あろひはr
和魂」の小説、第
二巻r奔馬』は激越な行動小説で、
r
ますらをぶり←あろひはr荒
魂」の小説、
第三巻r暁の寺」はエキゾティックな色彩的な小説
で、
いはばr奇魂」、
第四巻（渥未定）は、
それの宙かれるぺき
時貼をふんだんに取込んだ追跡小説で、
r幸魂」へみちぴかれゆ
．くもの、
といふ風に配列し、
第さ巻の取材のために、
東南アジア
へ二度旅行をしたほか、
國内の取材にさまざまな方のお世話にな
った。私の取材は
ひと
へに
小説のミリューを大切にするためであ
ろ1章の数から言えば
四分の一なのだが、
三島は、
「進行状態
はまだ第
三巻r暁の寺」を三分の一弱書いたところである1と困
いていろ。
『暁の寺』は全集で、
三百四十九頁で、
第十一章まで
で九十九頁であろから、
廿八。ハーセント検まで杏き進んだという
ことになる。
これはま
さに「三分の一弱」であろ。
さて、
この大作の構想は、
同じく、
「r豊陵の海」について」
で（三島はこう店
「さて昭和三十五年とろから、
私は、
長い長い小説を、
いよいよ宙きはじめなければならぬと思ってゐ
た。
しかし、
いくら考へてみても、
十九世紀以来の西欧の大長編
に比ぺて、
それらとはちがった、
そして、
全く別の存在理
由のあ
ろ大長編といふものが思ひつかなかった。第一、
私はやたらに時
固を追ってつづく年代的な長紐には食低してゐた。
どこかで時間
がジャンプし、
個別の時間が個別の物語を形づくり、
しかも全閲
が大きな園斑をなすものがほしかった。
私は小説家になって以来
考へつづけてゐたr世界解搾の小説』が街き
たかったの
である9
この「世界解郡の小説」 る「世界解籾」は「私の小説の方法」で、
既に三島は述ぺていろ。
つまり、
「文閤とは、
小説家の世界
解霜の撮りところなのであろ3この「私 小説の方法」は昭和二十九年九月にr文章講座4」（河出柑房）に戟ったものであろ。又「r豊腕の海」について」 中で、
「最近、
古いノートが出て
来て、
私自身の記悌の不硝かを知らせた。
それは二十五年のノー
トで、
二十五歳の私はしきりに長い長い小説を世きたがってゐる。
しかし、
r長さが伺故に必要か？時間の長さ11人の一生、
過博、
累代、
歴史、
叙事詩、
戦争、
時閥の擦張」などと宙きちらし、r時
間の長さ以外に
空間の要求すろ長さ。論理的構造の要求する長
さ。
それ以外に長さの必然性が
ありえぬか？」などとさんざん模
索した末、
r螺旋状の長さ、
永劫固舟、
輪廻の長さ、
.小
説
の反歴
史性、一刑生諏」と世いてゐるところを見ると、
それから十年以上、
この想は私の心の奥深く埋もれて、
再登見の時を待ってゐたのだ
と思はれる1と。
三島の言う通り、
構想は、
三十五年からで
はなく、
二十五年に
その端を発していたとすぺ
きであろう。
その構想の結実は、
三島
の苫う通り、
「無瀦の嬌大乗論」と「泣松中納首物語」とによ
る。
ことから、
論廻を基底として「歩と轄生」の物語が誕生し
た。
古
代のよ
うに渉を信じていた時代ならともかく現代においては、
拶
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を信じている佃かの人を除けば、
「夢と縛生」では、
小説として
は形 成さな 以上、
三島は「認識者」としての「本多」を設定
すろことによっ 現実性を加味
し、
小説としての形態をつくりだ
したのである。
三島は、
「春の雪」の巻末に、
「『濱松中納言物語』を典櫨と
した夢と轄生の物語 1と記していろ。
三島の日本の古典へ
の屠好は、
言うまでもなく、
三島の学習院時代に、
消水文雄氏の
古典 講袈に大いなる影蟷を受けていると見 差し支えあ
るまい。
三島は、
この物語のテキストとして、
「全幅的に信頼し
うる」も
のと記し、
昭和三十九年の松尾聡校注 岩波書店版の日本古典文
学大系r濱松中納言物語』を参照している。
三島は、
「これを何
度も讀むうちに、
私の小説はこれにこそ依腺すぺきだと考へた。
それは唐に轄生した亡き父を慕うて渡居す 美しい貨公子
にま
っ
はろ患物語で、
夢と
嶋生がすぺての筋を迎ぶ小説で
ある1として、
この物語を叩き台 した。
「貴公子」というこの言葉の意味する
ように、
三島の貴族趣味をも探ったものでもあった。
r濱松中納
言物語』は
作中人物の中納言を主人公として、
展開する。
それ
では
、
三島は、
この物語の夢と轄生 のどのような而を典墟とし
、
たのか考えて見る。
作品を通して登場するという形式的な面から言えば、
「中納言
」
と「本多」が照応する。
しかしながら
、
「中納言」は、
作品の中
にあって、
常に中心人物で
あるが、
「本多」は作品の
中にありな
がら、
一方では、
傍観者としての認謡者であっ
て、
作品の外にい
る三島を房開させる点が大いに異なって来る。
絵でいえば、
「中
納言」は絵の中に収まっているが、
「本多」は、
比唸的に言えば、
本体は、絵の外にあって、
彩が絵の中に入っているようなもので、
頻縁の中に収まっているのと収まっていないと言う相述がある。この場合、
本体は三島であるから、
影としての本多に、
巻を追う
毎に、
三島の影が色濃く反映
して来るからでもある。
また、
「中
納言」は
作品の中心人物という点
から
言えば、
「清顧」でもあ
り、
「勲」で
もあり、
「ジン
・ジャン」でもあ
り、
「透」でもあ
るわけで、
出発点は「消願」なのだから、
「中納宮」は「荷願」
と言ってもよいかも知れない。
もっとも、
「透」は途中から、
贋
物ということになるので、
贋物と判明する前
までということにな
る。
r浪松中納言
物語』の手法が色濃く反映してい
る
のは、
言う
までもなく、
コ春の雪」なのであるが、
三島は特に、伏亡首巻の
推定され
た内
容を「春の雪」に採り入れ、
拶と轄生を武器にし
て
展開している。帝の御子の式部卿宮に嫁すはずの大姫と中納言との契り、
そして大姫の妊娠、
突然の剃髪、
そして尼と女子出産。
一方、
「中納言」は左大臣と母北の方と
の結婚によ
り、
左大臣の
邸への行き来、
大姫との交際。
「春の雪」
の
中心的なものは、
形
態こそ違え、
これらをそっく
り採り入れている。
「聰子」の場合
は中絶。
そして、
渡唐という「中納言」の行為は、
「消顆」の死
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．という行為となる。
三島は「中納宮」の思いをかける人物（亡き
パ各唐后、）の縛生を、
逆に、
巻々の中心人物にその役割を当て
た。
そして、
これらの実現を夢で迎繋した。
つまり、
『消松中納
言物語』の手法をデフォルメして採り入れているの
であ
る。
まさ
に、
三烏が苔う通り
この物語を「典腺とした夢と縛生の物語」
である。
r渋松中納g物語』では、
「中納言」が渡るのは阻であ
．る
わ
けだが、
当時としての外国は、
主と
して店なのだから、
当然
であるが、
三品は、
韓国や中国は対象として選択せず、
タイを選
んだのであ 。
なぜタイなのか。
この問いに答えるためにも、
ま
ず、
作品におけるタイに関わる箇所を見てみたい。
4 
三島がタイ国現地を描写するの
は、
言うまでもな
く、
第三部に
おいて、
国際私法上のトラプルで、
本多が
パ
ンコックに来て、
見
物して歩くところであるが、
タイ
Icoo
わ
るものを全て取り上げて
みると
、
第一巻から第三巻までは、
伺らかの話題として表現され
る。巻一では、
五章の親子三人の食市において、
父親から、
シャムの
王子二人が日本へ留学する話から始まって
、三
十五章の王子たら
の伺国まで、
六意、
八章、
三十章から三十三章ま
で、
と三十五章
に描写される。巻二では、
三常において、
本多が十九年前の思い出で、
シャムの
王子たちと一緒に遊んだことを寸描する所と二十二章で、
本多が
六月のシャムの立憑革命のことを「或る約合商社の海外支店長」から闘く描写とこ 巻の主人公である煎が留殴所で見る夢に南国の描写として 三十三章である。
この南国の夢は、
テラスの描写
が有ることから、
カンポジャのアンコー
ル・
トムでの体験とクイ
での体験 両方を含ませていると考えられる。巻三 は、
第一部で、
本多がバンコック兄物とジャンパトラー姫
に会う場面がクイにOOするもので、
第一章から五章、
そして、
十、
十一章がこれに属する。第一・一部 は、
戦後の日本を中心として展
開するが、
ジャンバトラー姫、
つまり、
月光姫、
ジン・ジャン
の
名で、
殆どの章が終始する。
ジン・ジャンの話図がない章を数え
た方が、
よいのであって、
二十三章から四十五章のうち、
二十三
・ニ十七・ニ十八・三十一・三十四．の五章が、
ジン・ジャンの
話四のない掌である。
各巻の主人の有り万として、
幼年と成人と
を分けて、
登場させているのは、
この巻だけであって、
しかも、
二部に かれているのも
この巻だげである。
さらに、
主人公に
共通の三つの黒子 捉示 仕方が、
この巻に限って、
四十四章と
いう、
最後から二つ目の洋で、
明らかにしていることである。「春
の四」では、
五章の最後に、
「奔馬」でも、
五章の最後に、
「天
人五変」では六章に示している。
本多が確認するのは、「春の困」
では、
三十二滋、
「天人五変」では、
十章であるが、
「焼の寺」
のように
最終章真近にな
って、
示すことはない。
最も、
「天人
五衰」では、
黒子を示しながら、
主人公は毀物として処遇される
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「タイ因通史」五月十五日）「クイ因森林地搭紀行葛城醤店
昭和十七年十一月二十日）
恐らく、
タイにOOした資料は、
もっ
と有ると思われるのだが、
r
笞誌』には
外国語原雹は省かれているので、
翻訳されたもの
は、
これだけであろ
かどうか私としてははっきり出来ない。
公表
されていない蔵苔を見ることによっ
て、
さらに、
タイに関する資
料は増えろものと思うとだけ言っておこう。
院
5 
（ウィニャード〔ノエル〕柴田賢一訳
．の
であるから、
本多自身の
認諜も
否定されたこ
とになる。巻四で
は、
夢にジン・ジャンの登場が、
四章、
透の誕生
日のことで、
ジ
ン・ジャンの名が
出るくらいで、
ク
イに関わる描写は彩を消すこ
とになる。
「r豊饒の海Lノート」によれば、
最初は、
「天人五
衰」では、
「本多死なんとして解脱に入る時、
光明の空へ船出せ
んとすろ少年の姿、
窓としに見ゆ1となっているが、
悉く、
三島
は否定しさって逝ったことになる。
（日
本タイ協会囮者
（国際経済学会絹
異国の地として、
タイを選択した三島ではあったが、
今日、残
された彼の蔵苔の一部として公刊されたr定本には、
タイに関した書名
が、
三冊見られる。
「泰•仏印の研究1現地謁査報告」
昭和十七年三月五日）
興亜日本社
昭和十七年
刀江宙
＿島由起夫喜
これらの切のうち、
r豊饒の洵」に関わるものは、
内容的には、
「クイ国通史」であろう。
三品は、
r豊娩の海』で
は、
ほとんど
パンコックとパンパインとに描写が限られており、
他に歴史的な
説明が少しずつ見られる程度である。「春の宮」に出てくるシャムの王子二人は、
ラーマ四世
の孫とラーマ五世の息と言うことに
なっておりラーマ四世はモンクリット王であり、
ラーマ五世はチ
ュラDンコーン大王であるから、
日本では硲末から明治に
かけて
の時代ということになる。
「春の雪」が明治時代の描写に始まり、
大正三年までの時間的幅だか
ら、
三島は、
この二人のシャム王子
たちもこ 明治・大
正時代に合わせた形となるのは当然であろう。
タイの王室関係で日本を訪問したのは、
歴史的に
は、
明治二十年、
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タイ国外相デヴアオング親王（王の弟）、
明治二十三年パヌラン
一
シー親王（王 弟）、
大正十三年、
ラマ六世の弟フラチャテイホ
ック親王
（
後のラマ七世）、
昭和に入る
と、
文相クーニー親王、
ラマ七世が来朝されてい
る
。こ
のよう
な事実を巧みに利用したも
のと思う。
私が、
特に
、
関心があろのは、
「奔馬」におけるタイ
の革命のことである。
先に示したように
、本
多が、
巻二の二十二
章で、
シャムの立憲革命を関＜箇所がある。
「本多は裁判所で月
一ぺん開かれるT時局閲査会』で、
この六月シャムで起った立憲
革命の話をきいた。」そして、
三島は、
この革命について、
簡単
に、
歴史的事実を、
「たまたま革命に行き會った人の話を面白く
船いた」形態で、
略述する。
「奔馬」は勲を中心に昭和維新を遂
行しようとしてなら
な か っ た 過 程 を 詳 細 に 追 っ た 巻であるが、
こ
うした過程にタイの革命を挿入してい
るのは、
タ イ 国 を 胸 中 に 懐
き な が ら 、
作品を害き進めていろことが、
理 解 出 来 よ う 。
そ
し て 、
巻二が、
昭和七年から、
箪を起こしているのも、
タイの革命が昭
和 七 年
だからであると私は判断する。
巻 二 は 、
昭和八年の十二月
三 十 日 の 朝で終わる。
煎が 捕 ま る の が 、
昭和七年の十二月
一 日で
あるから 、
熱の裁判と死までに一年の月日
を投やして書いたこと
に な る 。
それは、
昭和七年が照が十九歳9のだから、
どうしても、
ぎりぎり、
翌 年 の 経 れ まで、
煎を生かさなければ、
二 十 栽での死
の完了がはたされないのだから、
勲の裁判に多くを費やす必要が
あ っ た のであり、
また 三 島 自 身 の 刑 甲 訴 訟 法 を 好 む と こ ろ か らも 、
裁判に多くを割いたわけであろう。
一 方 、
昭 和 七 年 か ら の 箪 起 こ
し は 、
タ イ の 革 命 を ど う し て
も使いたかったからと判断す
る 。
た
だ、
この革命について、
本多が問いたことになるのは、
十 月であ
る。
二十 章 の 冒 頭 が 、
「＋月に入ると快哨の日がつづいた1で始
まり、
二 十 二 章で、
本多が 東 京 出 張 を 命 ぜ ら れ 、
「 ＋ 月 二 十 8 の
夜行で登って」とあるわけだから あ
る。
六月の革命を十月に聞
くのは、
いさ
さか遅すぎはしないか。
四 カ 月 以 上 も 経 過 し て い る
の は 、
本多のような、
鋭敏な人閻としては、
ニ ュ ー ス に 疎 す ぎ る
感 が あ る 。
現実においては、
「大阪朝日新闘」の昭和七年六月二
十六日版で、
この革 命 に つ い て 、
次 の よ う に 報 迅 し て い る 。
．
「 r 靡 合 パ ン コ ッ ク ニ 十 四 日 登 』 二 十 四 日 シ ャ ム 王 國 に 突 如 軍
部 を 中 心 と し て 革 命 が 勃 寝 し 、
忽ちに
し て 従 来 の 獨 裁 君 主 制 が 覆
り 、
立 憲 君 主 制 が 確 立 せ ら
るヽ
に 至 っ た 、
すなはち陸軍の謀叛部
隊 は 二 十 四 日 突 如 伺 ら の 警 告 も な く 徒 歩で戦車殴輛を 先 頭 に 大 梁し て パ ン コ ッ ク の 街 上 に 雹 崩 れ
込み、
忽 ち 王 域 を 采 取 っ て 最 高 國
務院議席を有しか
つ内相を燎ねてゐる甕弟パリバトラ殿下、
プ ラ
チャトラ設下をはじめは
し て 塁 族 、
閣 僚 そ の 他 政 府 の 高 官 を 王 城
内 に 幽 閉 し た 、
一方これに呼應して起った海軍が
わ 脳 王 プ ラ ジ ャ
デ イ ポ ク 、
王 妃 ラ ム パ イ 雨 陛 下 の 遊 必 先 フ ア ヒ ン ヘ
m
艦を派迎し、
雨 陛 下 に 劉 し て 直 に パ ン コ ッ ク 蹄 還 を 涙 請 し た 、
國王
プ ラ ジ ャ デ
イポク陛下もこの要請を容れ、
怠 遮 パ ン n ッ ク に 蹄 還 さ れ る も の
と み ら れ て ゐ る が 、
革命派は
王 朝 そ の も の を 飩 覆 せ ん と す る 意 圏
9 く 、
依 然 プ ラ ジ ャ デ イ ボ ク 陛 下 の 統 治 を 要 望 す るも の ヽ 如v . 『 革
命の目的は國王の絶射的柚限を抑制し皇族を政治の団際より排館し 、
か つ
内閣の僻職を強行するにある」と宜苔してゐ
ろ、
革命が
何らの抵抗を受けずして殆ど半日にして成就した結果、
死 似 者 極
め て 少 く 陸 軍 参 謀 総 長 が 部 下 の 軍 隊 に 抵 抗 し た た め 射 殺 さ れ た ほか死者はなかった」との記事が見出しに紐いて見られ
る 。
見 出 し
は、
一 而 の 左 上 部 に 、
「 通 紐 に 革 命 勃 寝
政 府 大 臣 を 悉 く 王 城 に
幽閉
獨裁制から立憲君主制に」とあって大きく出ており、
さ き
に 引 用 し た 文 究 に 続 い て 、
シ ャ ム 代 理 公 使 の 絞 話 が 掲 載 さ れ て い
る。
さらに、
同 日 の 夕 刊 の 二 而 に 、
「 シ ャ ム 革 命 」 と 四 角で囲ん
「國王陛 下 御 蹄 迎
表 面 は 平 穏
在 留 邦 人 を 極 力 反 故
で
谷 田
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．部公使の公電」の見出しのあとに、
第一公電から第三公霞までを
報じていろ。
作品
の中では、
本多は大阪におり、
当時、
情報とし
ては新聞は今以上に大きなウエイトを占めていたはずであり、
三
局がそれを知らなかっ
たとは思わ
れない。
作品の中では、
クイの
革命については、
年月日
を正確に使用しているわけであるから、
フィクションという前提に立 て
も、
事実を巧みに使用する三島
としては、
こう
した新聞の記事の使用はいささか遅すぎはしまい
か。
さらに作品では、
本多に、
「なぜ日本の革新は五・一五事件
の
やうな無益な流血にをはり、
かうし
た匿和な成功に達すること
がないの といふことを、
思ひ較ぺてみないわけには行か
なかっ
たWIと述函させて
るのであろから、
タイの革命に関してはこの
作品の中の革命とOO迎させようとする意図
は
充分にあったわけで
ある。本多は現実の認識者として登場しているのであるから、
作
品の中の時間設定にお て、
この現実の
新聞の報道の六月二十六
日という甲実を、
作品の中では、
十月になっ
て、
知るという設定
は、
作品の中の本
多は、
新聞を見ていなかったとい
うことになっ
て、
いささ
か片手落ちだと考える。
三島が意織的に遅らしたので
なければ、
構成上のミスとしか思われない。それはともかくも、
巻一の大正三年で終えたあと、
巻
1
一が、
昭和七年からという
のは、
タイの革命を意識したものでなければならないだろう
。三
十三翠
の勲の夢 中 、
熱甜と、
女になろ、
という設定は、
巻三への伏
線として
ものであることは、
論を侯つ必要はなかろう。
6
三島が、
r演松中納言物語」を「典櫨」として「夢と鮒生」を
軸に、
r既饒の洞」を屯いたわけであろが、
日本だけに塩所を限
定していけないということはない
が、
「どこかで時閥がジャンプ
し、
閥別の時間が個別の物語を形づく
り、
しかも全憫が大きな皿
団をなすものがほしかった3という一――品にとっては、
r演松中納
言物語」におけるように、
日本と昴国という物話の展開に輿味を
引かれたことはいうまでもないこ であろ 。r阻松中納言物語』では、
「店と日本」という二つの国にまたがったものであるが、
これを踏襲するとなれば、
現在の中国
が、
「瓜g」の場所という
こ
とになる。だが、
三島は中国の地を、
作品の中の場所としては
選択しなかった。現在の中国大陸には、
可以唐す
ろ美し
い貨公子」
という表現に見
られるように、
三島の「費族趣味」を満たせるも
のが
ない
ばかりではなく、
王様もなければ、
堕帝もいない世界で
あり、
過去の栄華を偲ぷ遺跡や自然田境は存在して
も、
自族の制
度が存続していない以上、
三島の感興を刺激することは出来なか
ったものと推断しなければならない。
又、
宗教にOOしては、r「豊
賑の海」について←にお て、
三島は「私は小説家にな
って以来
考へつづけてゐだr世界解霜の小説」が書きたかったのである。幸ひにして私は日本人であり、
幸ひにして綸廻の思想は身近 あ
った1と述べろように、
「輪廻の思想」に基づく「轄生」を主た
ろ武器の一っと いる以上、
宗教的には、
仏教以外にはその思
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想的背毀を求めろべき宗教はないと官わなければならない。
中国
・大控を物語の展OOの楊所として選択しない以
上、
三島は他の仏教
国に、物語の場所 見出さなければならない。
三島が、
東南アジ，
アを廻ったのは、
そのためなのである。
三島が四十歳以前に東南
アジ 取材とした作品は街いたことがなく、
またこれらの地を
旅行したことは、
かって無かっ ことを注目すぺきであろう。
仏
教図とすれば、
釈迦を生んだィンドをその筆頑に挙げな
ければな
らないのであるが
インドには既に帝国はなく●、
ヒンヅー教が主
たるものであり、
ピルマのアラウンパヤー朝もなく、
共和国であ
り、
ラオスは第二次世界大戦中、
日本軍によっ
て、
ラオス王国が
誕生したが、
戦後はフランスにひきつ
がれ
たが、
現在は王国とい
うものの、
三島の食指をそそらなかった。
三島がラオスヘ一度は
立ち寄っているのは
ただの豚行というのではなく、
視察に寄っ
たのであろうが、
視察だけに終わっている。
カン
ポジアは、
「船
王のテラス」の戯曲に見る如く三島を引きつけた―つの立恐王国であるが、
アンコール・
トムもアンコール・ワットもワットアル
ン（暁の寺）の華麗さに負けたも と思わざるを得ない。
ワット
・アルンは、
まさ
に三島好みである。
ヴェトナムは二つの共和国
とな
ってしまっているし、
抗仏・抗日迎動の展開があった国であ
る以上、
三島にとっては、
候補地には出来なかったのは論を侯た
ないところであろう。
フィリッピンは、
共和国で、
スペイン・ア
メリカ
・
日本・アメリカ 統治国の変遷の後、
共和国となってい
ろので、
三島にとってはOO心がなかったと思われる。
三島は、
韓
国へも渡航してはいろが、
それは、
昭和四十四年十二月八日から
四日間のこと あり、
r新期』には、
十二月号で、
「焼の寺」第
二部に入ってお
り、
第三十六沼を掲戟していて、
新年小説特大琥
としての昭和四十五年一月号 昭和
四十四年十二
月中に発刊さ
れ
ていて、
第三十七究を掲戟、
続く二月号は第三十八◆九章を戟せ
てい 、
発刊は昭和四十五年一月一日の奥付けであるから、
韓国
へ渡航する際には、
三島は少なくとも、
三
十七沼までは脱稿して
いたと思われ ので
この韓国行きは、
r也陳の洵」とは深いOO
わりはな
いものと考えろ。
しかも、
韓国は既に王朝は存在してい
ないのである。
7 
「唐」にとってかわる国が、
①仏教国であること、
③王国であ
ること、
®なんらかの革命が絡んで
いること、
④碓廊さが要求さ
れること、
の条件が必要であったと、
私は考えるのである。
もし
も、
仮に、
斡国や中国大陸を選択すろ
作品そのものは、
あま
りに
r粗松中納言物語』に限り無く近い構造となり、
亜流を
好まぬ三島にとっては
避けざるを褐ないものであったろう。
王
国であることは
とりもなおさず、
三島の貨族趣味を渋たすもの
である。
しかしながら、
ただ王国というだけで
は意味をなさない
のであって、
みやびさ、
部匝さが伴って
いなけ
ればならないので
あり、
「春の雹」がそれ
を物語っていろ。
こうした頷向は、
初期
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．の「文芸文化」
時代の作品のみなら
ず、
三島の作品の底流
をなし
ていろ。
王国という場合、
三島の側に立つと、
宗教にも近い「天
竪」に対する三島の精神構造を銘記すべきである。
「みやぴ」の
世界は、
遠く、平安時代を想起させるわけであるが、
「銀時計」
のことを持ち出すまでもなく、
三島にとっては、
学習院時代にお
ける部族たちとの交流、
そして、
それへの「あこがれ」、
また祖
母によ 薫育などによ
り培われたものであろう。
これらの要件は、
三島の家の成長過程、
つま 、
祖父母、
父母
、そし
て三島を内包
する時
代に合致し
なけ
ればならず
「春の雪」は、
消願の十八歳
からの物語で、
大正一一一年の三月初めで終わるが
、話
はそれ以前に
遡っ
ているわけで、
先にも記した如く、
明治時代からである。
タ
ィ国とは、
明治二十年、
タイ国外相デヴアオング親王（王弟）が
．来
朝、
九月二十六日修好宜言の調印、
正式な外交関係
が結ばれて
いろ。
また、
昭和十五年六月十二日、
日泰友好和親条約が調印さ
．
れて る
また、
昭和
十
六年十二月
二十
一日に、
日タイ攻守同盟
．を
結んでいる。
「暁の寺」は昭和十六年から始まっているが、本
•田
は十一月中に帰国しているので、
大東亜戦争勃発前に日本へ舟
ったことに
なる。
昭和二十七年、
日タイ両国の外交関係が再開さ
れたが、「暁の
寺」第二部は、
昭和二十七年の春、
本田五十八歳
から始まる。
その年、
ジン・ジャンが十八歳で留学に来るのであ
．
る。
ここ
でもタ
イ
と日本との関係に関し
て、
時期的にかさなって
いろのは、
偶然ではあるま
い。
ここで、
一っ忘れてはならないこ
とがある。
それは、
「花ざかりの森」の
一節である。
「くちな
はの更衣がをはる
と、
海への希みはそれより別なものに
かはった。
はかなくやさし
い脱け
が
らのあ
とには、
もっ
とあら
は
な、
昭動したあこがれがまってゐた
。洵
のかなたに睛れやかなあ
やしい島影がうかび、
島にはとむ
ねをつくやうな色どりの衣をま
とうた人が住まひ
、
硫酸かなんぞの雨のや
うにひりひり した日
のひか
りが零りつづけ
てゐる、
孔雀や即鵡があそんでゐる：
．．．．．．． 
ひそ
かな宗教、
ひとしれぬ儀式がさ
かえろ
王國・・・・・・
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•そのやうな
まぼろしをかの女は胸にいだいた。熱帯にゆくには海へひとまづ行かねばならぬ。
海へのあこがれもそれ故にかききえずにゐた。
......... 
」幼少にして、
熱帯へのあこがれが
三島の胸中にあったも
のと思
われるの
であるが、
それは、
一度はギリシャで実を結び、
「潮騒」
を生んだが、
こ
の「熱搭の洵」への思いは、
「唐」に代
わる「異国」選びの理由の条件
に、
忘れ
るべきものでは
ないと考
える。
三島が、
タイを「思」に代わる「異国」とした理由は、
はっき
りした
と思う。
①天良（貧族的世界を含めて）伍刈応する王国、
®その国の宗教が仏教
を主た
る国教とし
ているこ
と、
③その国において、
国内的の革命
があること、
④みやび、
華閤さが雰囲気と
して
国にあること、
®
熱帯の困であ
．ろこと、
これ
らの条件を叶える国は
、
明治
以
降にお
8 
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注 注
いて、
タイ以外には存在しないと思われろのである。
・三
島が身近な自分の家をも含めての
自分を描い
たr豊陳の海』
は、
「春の厖」
において、
①を内包した世界であり、
「奔馬」に
おいて③を描くことによって、
三島の改革への思いを述ぺたもの
であり、
「院の寺」においては、
®と④と®を満たしたのであっ
たが
9
.
「天人五衰
」
では、
最初の構想とは迎った方向へ向かう結
果になってしまったもので、
死を急がなければ、
タ
ィはこの巻に
も描かれていたものと思う。
しかし、
三島は、
この世にたいして、
「記憶もなければ何もないところ
へ、
自分は来てしまったと本多
は思った3という感慨を残して自ら 夢の世界へ飛翔して逝った。
三島
は、
バンコックで
1一度ホテルを換えたのであろうか。
夫人とともにオリエンタル・ホテルに宿泊したとすれば、
ラ
マ・ホテルから十月十八日の日付でジョン・ネイスン宛の手紙は、
どう解釈すぺきか。
オリエンタル・ホテルヘタマサー
ト大学の知人であるプリヤー・イ ガどロム栂士 、
三島の
署名が宿帳に記
載されているか
どうか涸査を依頼したが、
三
島の頃のものは、
破棄されていたので不明であっ
た。
なお、、
プリヤー女史は、
現在、
日本在中と聞く。
ジョン・ネイスンによれば、
「つ守の営』の主人公の化身の
一人はタイのプリンセスを予定してい
て、
三烏はアメリカ大
使館の友人たちを通じてクイの宮廷への紹介を求めて手配を
していた。
パンnックは、
それ故、
最後の訪問地であった
9
（策者訳）とある。
注三
「韻王のテラス」について(r＝一烏由紀夫全渠三十四巻」）
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．〔付記〕タイの調査では
、タマサ
ー
ト大学のプリヤ
・ー
インガピ
ロム先生とチュラロンコン大学のサワラ
ッ
ク
・
ス
リヤオ
ンパイサル先生に大変世話になった
。記して感謝申し上
げ
ろ
。
又、
石井米雄先生には
「クイ同通史」をわざ
わざコピ
ー
して戴き厚く御礼申し上げろ
。
なお
、
この小論庄
日本文芸研究会第四十周年記念大会
の発表を基に
、
記したものである
。
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